
「絵本の読み聞かせの速さの違いが子供の集中度と内容理解に与える影響の分析」 

 

 

要旨・感想 

子どもが一番初めに出会う本は絵本である。多くの子は親から読み聞かせをしてもらう

体験から始まる。そのため、「読み聞かせの方法」は子どもの成長に深く関係すると考え

られる。本研究の目的は、読み聞かせの際の速度に注目し、速さの違いが読み聞かせに対

する集中度と絵本の内容に対する理解度にどのような影響があるのかを明らかにすること

だ。 

年長児 26 名を調査対象とし、言語達成レベルが均等な３つのグループに分ける。読み

聞かせの速さが異なる３種類の録音音声を用意し、読み聞かせを行った。この読み聞かせ

中に読み聞かせに対する集中度の測定を、読み聞かせ終了後には内容に対する理解度の測

定を行った。 

この分析の結果から、 

「通常の速さで読み聞かせをした統計軍は, 他群と比較して注視率が有意に低い」 

「３群間には, 物語内容の理解度に有意な差はなかった。」 

(以上括弧内引用) 

ということが分かった。 

本文では、理解度は読み聞かせの速度以前に、元々持っている理解力が乏しいためと書

かれているが、読み聞かせの速度と関係しないことに驚いた。もともと持っている知識が

乏しいからこそ、理解度を高めるためにはゆっくりと読むことに意味があるのではないか

と考えた。読み聞かせ方が子どもの成長に影響を与えていることも分かったので、その結

果を踏まえ、どのようにすればいい影響を与えることが出来るのか。ということを考えな

ければならないと感じた。 

 

 

 


